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●２０22～２０23年度 三次中央ＲＣスローガン

ロータリアンであることを

強くイメージし、

奉仕の喜びを分かち合おう

■開会挨拶………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………沈　会長

2022-2023 

IM（インターシティミーティング）について
　皆さんこんにちは。本日
の例会は親睦委員会に担当
していただいております。
山縣親睦委員長後ほどよろ
しくお願いいたします。
　今期、私の会長年度は、
毎月の最後の例会日は、お
酒をいただきながら、より
皆さんとの親睦が図れる夜

間例会とすることにしております。ただし今月は
26日に吉舎でIMがあり、全員登録でしたので、
その翌日の27日の例会を休会することにいたしま
した。なので、今日が今月の最後の例会日となり、
本来であれば、皆さんとお酒を飲みながら、夜間
例会として楽しく過ごす予定でしたが、グランド
ホテルさんに夜間例会として予約するのが遅れ、
お話しした時には既に他の予約が入っていたた
め、急遽昼例会といたしました。夜間例会を楽し
みにされていた皆さんには、急な予定の変更とな
り誠に申し訳ありませんでした。また、夜間例会
として準備を進めておられた親睦委員長にも、大
変申し訳ありませんでした。でも、今日は楽しい
プログラムを準備していただいているようなので、

しっかり楽しみましょう。よろしくお願いします。
　さて、今月26日の日曜日に吉舎で開催される
IMについて、新入会員さんも若干いらっしゃり、
コロナの影響で3年くらい実施されていないので
少し説明いたします。
　私たち三次中央ロータリークラブが所属してい
るロータリーの位置づけは、広島県と山口県を基
盤とする国際ロータリークラブ第2710地区になり
ます。略してRI2710地区と言います。更にその中
は12のグループ分けがされていて、広島県の北
部に位置する三次市と庄原市にある、三次クラブ、
吉舎クラブ、三次中央、そして東城クラブと庄原
クラブの5クラブが一つのグループとして、グルー
プ12ととなっています。
　IMとはインターシティーミーティングのことで、
年に1回グループ内で実施される会合のようなも
のです。これまでの経験からすると、ガバナーの
テーマに沿って、各クラブの意見発表や、ゲスト
を招いての講演などが実施されます。ただ個人的
には、参加された皆さんとの親睦を図る、懇親会
がメインはではないかと思っています。
　1月初旬にガバナー補佐から届いたIMの実施
要項によると、今回は自然保護活動を行っている

●２０22～23年度   国際ロータリーのテーマ

団体の基調講演に続き、各クラブの意見発表と
なっていました。ただ発表のテーマが、クラブま
たは地域と取り組む環境保護活動と、クラブまた
は地域と取り組むSDGs、の2つに限定されてい
て、いささか悩みました。後日、ガバナー補佐を
囲む会長幹事会が開かれ、意見発表については
各クラブにお任せする、と言うことになりホッと
しました。ちなみに当クラブからは、地域と取り
組む環境保護活動のテーマに寄せて、「Myさく
ら」の実施運営に関する報告を、当該年度の会長
を務められた杉谷会員にお願いいたしました。大
変ご苦労をおかけしますが、よろしくお願いいた
します。なお、今年は懇親会が開かれませんが、
ロータリーを学ぶ良い機会でもありますので、
しっかり学習しましょう。　終わります。

■本日のプログラム  お花見例会　広島三次ワイナリー
 　雑誌会報委員会
■次回例会日時  2023年4月10日（月）　12：30～
■次回プログラム  会員卓話／プログラム委員会
 　阿部司会員、宮武直樹会員、武口純也会員
̶
■第1378回例会記録
●日時………………………2023年3月20日（月） 12：30～　
●点鐘………………………………………………………………………………………会長
●国歌「君が代」斉唱………………………………………………………全員
●ソング「奉仕の理想」…………………………………………………………全員



会員数
欠　席

欠席者のうち規定免除

3 5名
6名
1名

0名
2 9名

85.29％

Make-up
出席合計
出席率

ニコニコＢＯＸ本日出宝額　　14,000円

阿部君 妻の誕生日に素敵な花束をいただき、大変
 喜んでました。（大口）
上田君 各委員長を発表します。本日、39回目の結婚
 記念日です。広陵ガンバレ！（大口）
小根森君 うれしいことがありました。（大口）
沈　君 山縣親睦委員長、本日はよろしくお願いします。（大口）
山縣君 本日は親睦委員会の担当例会です。クイズを
 しますが、カンニングしないように、よろしく
 お願いします。
平田君 春を迎えて。
酒井君 沈会長、色 と々ありがとうございました。

団体の基調講演に続き、各クラブの意見発表と
なっていました。ただ発表のテーマが、クラブま
たは地域と取り組む環境保護活動と、クラブまた
は地域と取り組むSDGs、の2つに限定されていて、
いささか悩みました。後日、ガバナー補佐を囲む
会長幹事会が開かれ、意見発表については各ク
ラブにお任せする、と言うことになりホッとしまし
た。ちなみに当クラブからは、地域と取り組む環
境保護活動のテーマに寄せて、「Myさくら」の実
施運営に関する報告を、当該年度の会長を務めら
れた杉谷会員にお願いいたしました。大変ご苦労
をおかけしますが、よろしくお願いいたします。
　なお、今年は懇親会が開かれませんが、ロータ
リーを学ぶ良い機会でもありますので、しっかり
学習しましょう。終わります。

■幹事報告……………………………………………中島幹事
●3月21日の庄原ロータリークラブ30周年記念式典
　に参加される方でバスを利用される方は、10時に
　サングリーン駐車場にお集まりください。個人で行
　かれる方は、10：30―11：00着でお願いします。
●3月26日の吉舎でのインターシティミーティングは
　よっしゃ吉舎にて13：00からです
●3 月27日は休会です。
●4月3日はお花見例会です。会場は広島三次ワイ
　ナリー、時間は通常例会通りです。
　会費は3,000円、飲み物は各自負担になります。
　出欠表を回しています。

■雑誌会報委員会……………………………杉谷委員長
　4月3日のお花見例会では、ご馳走を食べて花見
を楽しみましょう

■次年度委員長発表…………………上田次年度会長
　次年度の委員長を発表させていただきます。今年
度より雑誌会報委員会と広報委員会をまとめて「公
共イメージ委員会」といたします。
●会員増強・会員選考・職業分類委員長……中島清貴
●ロータリー情報委員長…………………安藤　仁
●出席委員長………………………………山縣　隆
●プログラム委員長………………………石田光雄
●公共イメージ委員長……………………和田ひとみ
●親睦委員長……………………………酒井正治

■出席報告…………………………………………平田委員長
●第1376回 3月6日

　
●第1378回  本日の出席は35名中29名です。

■SAA…………………………………………………石田SAA
●会員ニコニコBOXご出宝

　３月16日　午後３時から　１時間かけて三次きんさいスタジア
ム野球場外野遊歩道のさくらのお手入れをしてきました。2009年
３月に65本のソメイヨシノを植えてから14年目の肥料やりです。
　沈会長、松本、杉谷、酒井会員と安藤の５人で肥料600グラム
を木から１メートル離れた場所に土を浅めに掘ってすきこみまし
た。全部で40キログラム。花の咲く前に出来ました。さぞかし綺
麗な花を咲かせるでしょう。３月20日の例会日には、三次町西城
川右岸の住吉神社横旭土手のソメイヨシノが、もう咲き出しまし
た。ビックリです。広島市縮景園の桜が咲いた翌日です。３月上旬
の季節外れの暖かさが原因と思われます。４月２日の桜まつりと

今日の花見例会はサクラ吹雪になるでしょうか。お花見を楽しみましょう。

寄稿：安藤　仁myさくらお手入れ



■プログラム《クイズで楽しく》………………………………………………………………………………………………………親睦委員会

Q.１　ロータリーの創始者の名前は？
１.ポールP.ハリス　　２.ボールP.ハリス
３.ジョージC.ハリス

Q.２　三次中央ロータリークラブができた年(1990
　年)の会員平均年齢は？
１.４４．２０歳　　　２.４７．７９歳
３.５０．２６歳

Q.７　やっかいな内臓脂肪の特徴は、４つのうちの
どれ？
１.つきやすく　落としにくい
２.つきにくく　落としにくい
３.つきやすく　落としやすい

Q.８　フルーツポンチの「ポンチ」とは元々どういう
意味だったのでしょうか？
１.サラダ　　　２.デザート　　　３.お酒

Q.１０　物語『桃太郎』の「さわり」を話して！　正
しいのは？
１.桃太郎は、家来たちと一緒に鬼を退治したんだ
２.桃太郎たちは幸せに暮らしたとさ、めでたしめでたし
３.むかしむかしあるところに、おじいさんとおばあ
さんがいたんだ

Q.１１　夏に旬を迎えるとうもろこし。ヒゲの数が
多いほど、実の部分はどうなる？
１.甘くなる　　２.大きくなる　　３.多くなる

Q.１５　「SPF」や「PA」は、どんな商品で見られる
指標？
１.台所洗剤　　２.日焼け止め　　３.消臭スプレー

Q.１６　小学校や中学校を設置するとき、必ず設け
なければならない施設は？
１.プール　　２.図書室　　　３.給食室

Q.１８　ガリレオ衛星と呼ばれる4つの衛星をはじめ、
70個以上の衛星を持つ惑星は？
１.火星　　　２.水星　　　３.木星

Q.２０　フランスの偉人・ナポレオンが最期を過ご
した島は？
１.エルバ島　　２.コルシカ島　３.セントヘレナ島
　　　　　

　私は、入会して2年です。コロナ禍で親睦ができて
いません。昨年のクリスマス例会に一度参加しただけ
です。担当プログラムを仰せつかった時、何をしてい
いのか全く分かりませんでした。そこで角谷会員に相
談しましたら、「クイズでもやってみたら」と言われ、
ロータリーに関することや、一般的問題でクイズを考
えてみました。問題を作る中で、ロータリーのことを
色々知ることができ大変勉強になりました。本日は角
谷会員より、賞品のご提供をいただきました。
　それではお手元に配らせていただきました問題を
始めてください。　　　　　　山縣隆親睦委員長

　沖会員、小根森会員、大井会員

問題（抜粋）

上位回答者



　春は、スタートの季節！入園入学、そして社会人一年生。今は立派な会員諸氏にも新人の時代はあったはず。
思い出すだけで冷や汗たらーり…  そんな失敗談をテーマに寄稿いただきました。

　私は2007（平成１８）年１２月に弁護士登録しました。新人時代というと、司法試験に合格した
2006（平成１７）年１１月から１年間司法修習生だったので、そのあたりのことからになります。
　日本での司法修習は、法曹三者（裁判官、検察官、弁護士）の全てを経験するという制度になって
おり、私の場合は、検察修習、弁護修習、裁判修習の順でした。検察修習は、取り調べと捜査の日々で、
自分の罪を隠そうとする被疑者・被告人と向き合って、どうやって自白させるか考えたものです。ちょ
うどこの原稿を書いている日に、袴田事件で再審開始決定が出されました。現場では、不正義を憎み、
執念をもって捜査しますが、えん罪も絶対に避けないといけないという狭間で揺れるものだと思いま
す。そういえば、司法解剖や検視にも立ち会ったのですが、修習生の中でも、見に行きたくないとか「こ
れは憲法１８条が禁止した、意に反する苦役なので反対だ」という人もいました。法曹三者は、証拠
としての死体と向き合わざるを得ない場面があるので、個人的にはこれも必要だと思います。実際、
実務に入って、殺人事件の弁護人になった際には、解剖を担当された法医学教室の医師に面談を求
めて話をしましたが、あのような体験がないと理解しにくいだろうと感じました。
　次の裁判修習も、とても大事で、裁判の結果がどうなるかという予測をもって法律相談を受けると
いう弁護士には必須の経験です。トラブルが行きついた結果どうなるのか、弁護士はよく考えて相談
に臨まなければなりません。よくニュースで裁判官の席の下で椅子に座っている若者（？）が写りま
すが、あれが裁判修習中の司法修習生です。
　弁護修習は、弁護士になる以上必須ですが、机上の勉強をようやく離れて、実務にたどり着いたと
いう喜びはあるものの、実務経験がない以上、せっかく司法試験に合格したのに、全てがまた勉強の
連続です。裁判は、弁護士によって整理された主張、証拠が提出されて、それを検討するわけですが、
弁護修習では、その整理される前の「生の事実」に直面して、その捉えにくさ、整理の難しさと弁護
士の責任を痛感しました。どうでもいいことですが、標準語と広島弁では意味が違うことがあって、
取り違えると大変です。例えば、「わしはあれをかったんよ。」と言ったときに、「私はあれを借りた。」と
理解すると思います。「わしはあれをこうた。」と言ったら「私はあれを買った。」となります。司法修習
生は全国から配置されるので、広島弁がなかなか難しかったようです。
　最後に、失敗談を書くようにという指令があったのですが、新人時代の失敗と言えば、破産事件を
受任して、最後に裁判所での審尋に行くのですが、裁判所で待ち合わせすることになっていたのに、
いつまでたっても依頼者が来ないで、電話しても出ないし、裁判所に怒られるしで、「やばい、連絡忘
れたかな。」「これで免責されないとかないよね。」とか考えて、冷や汗をかいたことがあります。結局、
その方は来られなかったので（本人が忘れていただけでした）、裁判所に平謝りして再度日程調整し
て事なきを得たのですが、依頼者の方々の性格も考えて、よくよく事前準備をしなければならないと
肝に銘じました。

私の新人時代
寄稿：前田剛志

みんな失敗して立派になった！


